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武田成章(12U

武
田
成
章
は
一
八
二
七
年
(
文
政
↑

0
)
九
月
十

五
日
、
父
勘
右
衛
門
敬
忠
、
母
三
保
子
の
次
男
と
し

て
中
村
に
生
ま
れ
た
。

医
学
を
志
し
た
成
章
は
、
↑
八
四
八
年
緒
方
洪
尾

の
「
適
々
斎
塾
」
に
入
門
し
、
蘭
学
を
学
ん
だ
。
特

に
、
オ
ラ
ン
ダ
丘
ハ
書
に
謹
し
、
生
来
好
ん
で
い
た
兵

術
の
研
究
に
努
め
た
。
更
に
、
広
く
丘
ハ
術
原
書
を
求

め
て
江
戸
に
出
た
成
章
は
、
佐
久
間
象
山
に
入
門
し

海
防
策
の
研
究
、
砲
台
の
築
造
、
洋
式
大
船
建
造
の

研
究
に
打
ち
こ
ん
だ
。

象
山
の
推
せ
ん
に
よ
っ
て
幕
府
出
任
を
命
じ
ら
れ

た
成
章
は
、
米
国
使
節
ペ
リ
ー
、
ロ
シ
ヤ
使
節
プ
ー

チ
ヤ
チ
ン
な
ど
の
交
渉
に
加
わ
っ
た
あ
と
、
箱
館
に

五
稜
事
の
建
築
を
命
じ
ら
れ
、
心
血
を
注
い
で
設
計

を
し
た
。
明
治
維
新
後
、
一
八
七
五
年
に
陸
軍
幼
年

学
校
長
、
陸
軍
大
佐
と
な
っ
た
成
章
は
、
そ
の
後
も

軍
部
関
係
の
要
職
を
麿
任
し
た
が
、
一
八
八

O
年
に

五
十
四
歳
で
病
の
た
め
没
し
た
。
一
八
八
一
年
(
明

治
十
四
年
)
、
功
績
、
偉
勲
を
不
朽
に
伝
え
る
た
め
、

煩
徳
碑
が
東
京
芝
公
園
に
建
て
ら
れ
た
。



ずおお広報

1400人が快走

運動不足解消に

ζ)頃の成果を
第
二
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ツ
ン
が
、
二
月
十
己
、
市
民
会
館
前
を
起
点
に

し
て
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
千
四
百
人
が
健
闘
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
巴
は
時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
横
様
で
し
た
が
、
四
歳
か
ら

七
十
七
歳
ま
で
の
出
場
者
は
、
走
る
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
「
健
康
守
つ
く
り
の
た
め

市
民
そ
ろ
っ
て
定
ろ
う
L

と
昨
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
市
民
会
館
前

を
出
発
し
、
市
民
会
館
に
帰
る
二
キ
ロ
、

三
キ
ロ
、
六
キ
ロ
の
各
コ

l
ス
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
に
近
田
市
長
の
ス
タ
ー
ト

合
図
で
、
二
キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
を
最
初
に
各
コ
!
ス
が
次
々
に
出
発

し
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

i
ス
に
は

三
百
二
十
三
人
が
参
加
し
、
小
さ
い
子

供
を
連
れ
た
家
族
な
ど
が
元
気
に
走
り

ま
し
た
。
最
後
ま
で
笑
顔
の
た
え
な
い

人
や
途
中
か
ら
顔
を
し
か
め
る
人
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
で
、
最
後
ま
で
走
り

抜
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
!
ス
を
除
い
た
各
コ

ー
ス
の
三
位
ま
で
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

三
キ
ロ
コ
l
ス

一
小
学
四
年
男
子
}
①
宮
崎
正
次
(
平

野
小
)
②
池
野
英
男
(
柳
沢
小
)
③
岡

俊
明
(
平
野
小
)

一
小
学
四
年
女
子
一
①
矢
野
純
子
(
菅

田
小
)
②
森
川
麻
紀
(
平
野
小
)
③
上

田
綾
(
喜
多
小
)

{
小
学
五
年
男
子
一
①
松
本
義
文
(
久

米
小
)
②
矢
野
誠
治
(
三
善
小
)
③
徳

永
弘
志
(
三
善
小
)

{
小
学
五
年
女
子
一
①
青
木
美
穂
(
喜

多
小
)
②
板
倉
由
美
(
喜
多
小
)
③
白

石
文
枝
(
上
須
戒
小
)

一
小
学
六
年
男
子
一
①
伊
藤
健
一
(
喜

多
小
)
②
新
尚
樹
(
喜
多
小
)
③
古
河

夏
澄
(
新
谷
小
)

一
小
学
六
年
女
子
}
①
穂
積
千
恵
子
(

柳
沢
小
)
②
森
永
雅
子
(
新
谷
小
)
③

森
本
千
恵
(
喜
多
小
)

企一苦にスター卜

一
中
学
校
男
子
一
①
大
門
啓
紀
(
北
中
)

②
藤
本
裕
(
北
中
)
③
山
中
雅
人
(
北

中
)一
中
学
校
女
子
一
①
徳
本
真
由
美
(
柳

沢
中
)
②
白
石
和
子
(
柳
沢
中
)
③
水

本
真
代
(
南
中
)

竺
般
男
子
一
①
甲
畑
光
男
②
後
藤
定

伸
③
梶
原
敏
夫

一
一
般
女
子
一
①
磯
崎
静
②
清
水
真
由

美
③
東
幸
代

{
古
同
校
女
子
一
①
竹
尾
宣
子
(
帝
京
第

五
)
②
(
〈
口
口
章
子
(
帝
京
第
五
)
③
後

藤
育
代
(
帝
京
第
五
)

六
キ
口
コ
ー
ス

A ラストスパート

常一 邦一一
義六一①一高
③十一会般校
田歳キ m男生
日以口事三乙以
輝上
子一コ ①男

φ i 云三E
同ス長①
定 浩松
夫②井
② 村祐
山 上二
中芳

A圭れ/走れ/
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狂
犬
病• 

登
録
を

予
防
注
射

|

4

月
日
日

1
2
日

l

大
洲
市
で
は
、
四
月
十
五
日
か
ら
一
一

十
二
日
ま
で
N

畜
犬
登
録
お
よ
び
狂
犬

病
の
予
防
注
射
H

を
実
施
し
ま
す
。
今

年
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
さ
れ
る
た

め
、
予
防
注
射
を
年
一
回
受
け
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
後
三
か
月

以
上
の
飼
い
犬
が
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
忘
れ

ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

畜
犬
登
録
料

狂
犬
病
予
防
注
射

一
頭
二
千
百
円

一
頭
二
千
二
-
白
円

ず

畜犬登録予防注射日程

おお広報

建
設
省
で
は
、
凹
月

を
河
川
美
化
月
間
と
し

て
「
郷
土
の
川
を
美
し

く
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
川
」
の
運
動
を
実
大
洲
市
で
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉

施
し
て
い
ま
す
。
川
に
上
の
一
環
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
減

ゴ
ミ
・
汚
物
・
廃
材
・
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ガ
レ
キ
な
ど
を
捨
て
な
自
身
体
障
害
者
子
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

い
よ
う
私
た
ち
の
財
産
一
ま
た
は
療
育
予
一
般
の
交
付
を
受
け
で
お

で
あ
る
川
を
大
切
に
し
で
ら
れ
る
人
の
う
ち
一
定
の
要
件
に
該
当

ま
し
ょ
う
o

叫
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

身
体
障
害
者
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

て身なまに文昔
、"~ f:本どがた障象
控障とは害と
を害生、がな
五の計十ある
な等を八る人
一級→歳た
日!・に未め身
支程す満歩 f本
口一度るの行も
笠な人身がし

EZd草量lL
すよ 1こ害な精
。つ¥者人神

-3-

月 日 場 戸斤 日寺 間

大 沙i'I 市 民 メヱ会ス、 龍 8: 50-9: 30 

只越わかば台団地集会所 9 : 40-10 : 10 

大洲市農協久米事業所目リ 10 : 20-10 : 50 

4月15日(月) 品 山 西 集 メヱ合コミ、 戸斤 11 : 10-11 : 40 

南 久 対と i車 車各 戸斤 13・ 20-14: 00 

里子 4左 来 三正 民 健 14 : 10-14 : 40 

梅 )11 公 民 健 14: 50-15 : 20 

長谷本村集会所 15: 40-16 : 10 

平 里子 i室 車各 戸斤 9: 00-9: 40 

平野公民館平地上分館 9 : 50-10 : 20 

大 キ艮 l鼠 字本 寺 10: 40-11 : 10 

4月16日伏) 明日香団地Aコープ駐車場 11 : 20-11 : 50 
干:IiPi.尺有向の目ノてスイ亭目Ij 13: 40-14 : 10 
イ:IiP 2尺 i重 事各 戸斤 14・20-14: 50 

柳沢居場バス停前 15 : 00-15 : 30 

大洲市農協田処出張所前 15 : 40-16 : 20 

菅田朝日集会所 9 : OO~- 9 : 30 

菅 田 i豆 車各 同斤 9 : 40-10 : 20 
{ 守二 i掌 集 バZ会コ5、 戸斤 10: 30-11 : 0。

4月17日(;J() 大 t'r 分 中交 助: 11 : 10-11 : 30 

/J、 倉 公 メヱ合ミ、 主A!主4 11 : 40-12 : 00 

大 )/1 i重 車各 戸斤 13 : 30-14 : 20 

大洲市農協蔵川出張所副 14 : 40-15 : 30 

蔵川日の平集会所 15: 40-16 : 10 

肱北公民館田口分館 8: 50-9: 30 

肱北公民館市木分館 9 : 40-10 : 10 

徳森児童センタ 10: 30-11 : 00 

4月18日(木)
上里子動物病院月U 11 : 10-11 : 50 

喜多山佐伯商庖別 13 : 20-13 : 50 

恋の木 1 集会所 14 : 10-14 : 40 

幸斤 B 二， i重 請書 戸斤 15 : 10-15 : 50 

新谷中華且お堂前 16: 00-16 : 30 

上 三頁 戒 i重 事各 戸斤 9 : 10-10 : 00 

宇万 尾 集 ノZ企三入ミ 戸斤 10: 10-10 : 40 

ヂJ 越 集 メヱ合コミ、 戸斤 10 : 50-11 : 20 
4月19日(金) J¥ フ%- 喜 連 絡 戸斤 13: 30-14: 20 

手成本村集会所 14 : 40-15 : 10 

J¥ % t良 集 dZ3E; 、 戸斤 15 : 30-16 : 0。
社会教育センタ 9: 00-10 : 00 

脱;北公民館若宮分館 10: 10-11 : 10 

4月22日(月) 肱北公民館五郎会分館所
11 : 20-11 : 50 

三善峠集 「τ3:30~14:oo
善 i車 来吾 戸斤 14 : 10-15 : 10 

|石 イム 集 メZ3三ミ、 戸斤 15 : 30-16 : 00 

対
象
車
両
業
務
用
以
外
の
車
両
で
、

自
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
な
ど
の
い
ず

れ
か
一
台
。
た
だ
し
、
市
に
申
請
で
き

る
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る

τ

も
の
だ
け
で
す
o

F

用
意
す
る
も
の
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、

一
免
許
証
。
障
室
暑
と
生
計
を
一
に
す
る

一
人
が
運
転
す
る
車
両
の
場
合
は
、
福
祉

一
事
務
所
ま
た
は
戦
傷
病
者
の
援
護
事
務

一
を
担
当
す
る
機
関
の
証
明
書
が
必
要
と

一
な
り
ま
す
。

一
R
存
期
間
四
月
一
日
土
干
七
日

一
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
軽
自
動
車
税

係
ま
で
。
告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
3
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桜
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た
二
月
五

日
、
城
山
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
樹

勢
凶
復
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

城
山
公
園
の
桜
は
十
年
ほ
ど
前
に
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
数
を
増
し
ま

し
た
が
、
成
育
が
思
く
、
県
林
業
試
験

場
な
ど
の
子
で
土
壌
調
査
が
む
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
粕
土
質

の
土
壌
に
よ
る
弊
害
、
病
害
虫
の
被
害

な
ど
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

城
山
公
園
に
は
百
七
十
七
本
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

洲
市
で
は
、
二
百
万
円
を
か
け
、
延
長

-
一
一
白
六
十
七
日
の
六
あ
き
パ
イ
プ
を
地

さ
く
ら
ま
つ
り

43  
月月
1530 
日日
s s 
254 
日月
10 
日

観
光
大
洲
に
春
を
告
げ
る
月
第
一
二

元
十
七
凶
水
郷
大
洲
さ
く
ら
ま
つ
り
H

中
は
、
二
一
月
一
三
十
日
に
開
幕
し
ま
す
0

4

城
山
公
園
、
富
上
山
公
固
な
ど
の

ム
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
四
月
初
め
、
ま
た

~
八
多
喜
祇
園
公
園
の
八
重
桜
は
四
月

叫
下
旬
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

叫
期
間
中
に
各
種
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
お
も
な
も
の
は
次
の

下
一
日
に
埋
め
る
ほ
か
、
有
機
肥
料
に

よ
る
土
壌
改
良
、
病
害
虫
の
駆
除
な
ど

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

樹

勢

同

復

に

は

二

〈

)

一

二

年

か

か

る

予

宅

否

定
で
す
が
、
工
事
は
「
さ
く
ら
ま
つ
り
L

百

時

開

幕

の

前

に

完

了

し

、

今

年

も

城

山

の

た

お

桜

は

ま

つ

り

期

間

中

見

物

客

の

日

を

楽

告

苦

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す

o

-

官

一

一

ωそ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
か
よ
く
考

同
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
に
詩
え
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

一
一
よ
り
、
四
け
か
ら
眼
科
を
常
設
し
ま
す
。
主
②
必
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て
こ

告
眼
科
は
、
現
在
週
-
凶
(
月
)
の
診
器
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。

一
一
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
山
け
か
ら
毎
活
③
契
約
又
は
契
約
の
申
込
み
を
す
る
前

一
一
は
(
月

1
上
)
診
療
し
ま
す
。
こ
れ
に
戸
に
内
容
を
確
か
め
て
そ
の
あ
と
で
印

吾
よ
っ
て
、
忠
者
の
み
な
き
ん
の
待
時
間
芋
鑑
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

一
中
が
短
く
な
り
ま
す
。
一
宇
④
全
額
を
一
括
払
い
す
る
と
白
由
に
解

時
診
療
は
愛
媛
大
学
医
学
部
の
医
師
が
均
約
(
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
)
で
き
ま

持

診

療

し

ま

す

。

お

せ

ん

o

E

一
詳
し
く
は
、
市
立
大
川
府
涜
に
お
問
い
h
f

長

J
J
I
R
ク
i
リ
ン
ク
・
オ
フ
の
制
度

会
台
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
⑪
2
1
5
1

苦

7

i

F
4
4
4
4
4
0
4
4
J
4
4
4
4
訪
問
販
売
で
契
約
又
は
、
契
約
の
申

一
言
込
み
を
し
た
が
、
あ
と
で
不
要
で
あ
っ

春

の

全

国

海

た

場

合

は

、

そ

の

日

を

含

め

て

7

日

以

交

通

安

全

運

動

宇

内

で

す

と

白

由

に

解

約

が

で

き

る

よ

う

剛
弘
、
に
な
っ
て
い
ま
す
。

γ
t
J
K
均
消
費
者
一
人
一
人
が
契
約
の
重
要
性

、
を
認
識
し
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
が
大

出
切
で
す
。

て

と

お

り

で

す

。

~
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初
日
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時
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カ
ラ
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ケ
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什
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什
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/
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什
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新
入
学
生

事
故
に
気
を
つ
け
て

4
月
6
日

1
日
日

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
凹

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
日
標
は
、
次
の
一
一
-
つ
で
す
0

0
新
人
下
(
困
)
児
を
中
心
と
し
た
チ

供
の
交
通
事
故
防
止

。
シ

l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

y
卜
止
有
用

の
徹
底

O
-
一
輪
車
を
中
心
と
し
た
知
県
謀
運
転
の

追
放

-

A

輪
事
や
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は
、

卜
ヘ
刀
、
正
意
し
て
、
交
通
事
故
か
ら
身
を

し
寸
り
ま
し
ょ
う
り

大
洲
病
院
よ
り

4
月
か
ら

眼
科
を
常
設

く
ら
し
の
一
旦
知
識

訪
問
販
売
を
受
け
た
時
の
御
注
意

4 

く
ら
し
の
相
談
窓
口

O
八
幡
浜
地
方
局
県
民
生
活
課

宮

0
8
9
4
⑫
3
7
0
0

。
生
活
セ
ン
タ
ー

宮

0
8
9
9
⑪
2
6
0
3

0
市
役
所
商
工
観
光
課

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
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間
ト
し
し
か

tp重
眠
法
⑮

四
六
時
中
、
頭
を
枕
に
つ
け
た
ま
ま

の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
髪
の
汚
れ
を

洗
い
流
す
き
わ
や
か
さ
は
格
別
。
頭
が

す
っ
き
り
す
る
と
、
気
分
も
そ
う
快
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
寝
た
ま
ま
の
洗
髪
は
、
病

人
を
思
い
の
ほ
か
疲
れ
さ
せ
ま
す
。
体

調
を
見
な
が
ら
、
日
中
の
暖
か
い
時
間

を
選
ん
で
洗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
空
腹
時
や
満
腹
時
は
避
け
、

排
便
も
す
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

用
意
す
る
も
の

ず

V
パ
ス
タ
オ
ル
:
:
:
・
:
二
本
(
敷
き
用
、

頭
ぶ
き
用
)

V
座
ぶ
と
ん
:
:
:
:
・
二
枚
(
下
に
敷
い

て
上
半
身
を
起
こ
す
)

V
ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷
j
i
-
-
-
一
枚

V
洗
髪
パ
ッ
ド
j
i
-
-
-
パ
ス
タ
オ
ル
を

棒
の
よ
う
に
ま
る
め
て
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
た
も
の

V
洗
面
器
と
バ
ケ
ツ

V
三
十
九

1
四
十
度
ぐ
ら
い
の
湯
・
・
=

:
・
バ
ケ
ツ
二
、
三
杯

V
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン

ス
、
へ
ア
ド
ラ
イ
ア
l
、
ヘ
ア
ト
ニ

ッ
ク

おお広報

@
座
ぶ
と
ん
の
上
に
、
子
丁
ル
風
日

敷
と
パ
ス
タ
オ
ル
を
重
ね
、
そ
れ
を
頭

と
背
中
の
下
に
置
い
て
枕
元
を
高
く
す

枕元を高くするのがコツ

る
。
床
か
ら
の
高
さ
は
二
十
五

1
一二十

セ
ン
チ
が
適
当
。

②
別
の
パ
ス
タ
オ
ル
を
扇
子
の
形
に
折

り
、
首
の
周
り
に
巻
く
。
こ
う
す
る
と

首
の
ほ
う
に
湯
が
ま
わ
ら
な
い
し
、
後

で
髪
が
ふ
き
や
す
い
。

グつ⑦し離ひでス⑤スす⑤くし④た洗ノf③
でけよてし乾延タパをすシマ、髪く面ソ 1
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家
庭
の
見
直
し

ハスタオル

ビニール風呂敷

25~30cm 敷ぶとん

家
庭
づ
く
り
と
同
和
問
題
①

イ
ズ
ム
を
生
ん
で
き
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
核
家
族
中
心
の
利
己
的
な

幸
福
追
求
を
見
直
し
、
健
全
な
社
会
人

と
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
源
と
し
て

の
家
庭
f

つ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
家
庭
内
で
暖
か
み
を
持
つ
人

間
を
形
成
し
、
さ
ら
に
地
域
内
に
広
が

り
を
み
せ
て
い
く
、
そ
う
し
た
家
庭
人

の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
家
庭
は
社
会
進
化
の
中
核
で
あ
る
し

と
い
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
社
会
創
造
を

目
指
し
て
「
一
家
庭
基
盤
の
充
実
」
と
か

「
新
家
族
、
玉
義
し
と
い
っ
た
こ
と
が
叫

ば
れ
る
の
は
、
豊
か
な
人
間
形
成
の
基

盤
守
つ
く
り
を
ま
ず
家
庭
に
求
め
、
そ
こ

で
生
じ
る
活
力
を
社
会
に
結
集
し
て
い

こ
う
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
う
し
た
家
庭
を
築
く
こ
と
が
、
同

和
問
題
の
解
決
を
社
会
進
化
の
大
き
な

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
も
大

切
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

「

h
d



ずおお広報

昭
和
五
十
九
年
度
の
大
洲
市
同
和
教

背
研
究
大
会
が
、
二
月
二
十
七
日
、
市

役
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
す
べ
て
の

市
民
が
取
り
組
む
地
域
ぐ
る
み
の
同
和

教
育
を
推
進
し
よ
う
L

の
テ
l
マ
の
も

と
、
市
内
各
地
よ
り
三
百
人
が
集
ま
り
、

熱
心
な
研
究
発
表
、
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、
地
域
・
学
校
・
団
体

に
お
け
る
研
究
と
そ
の
実
践
を
と
お
し
、

現
在
ま
で
の
同
和
教
育
の
歩
み
を
ま
と

め
、
関
係
者
の
交
流
を
深
め
る
中
で
、

同
和
教
育
の
基
本
理
念
を
明
確
に
し
て

よ
り
豊
か
な
教
育
内
容
を
創
造
す
る
こ

と
を
H
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
四
つ
の
分
科
会
(
就
予

前
、
学
校
、
社
会
教
育
、
行
政
)
に
分

か
れ
「
同
和
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
き
た
か
し
を
統
一
主
題
に
し
て
、
研

究
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

各
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
践
発

表
が
行
わ
れ
、
統
一
主
題
に
つ
い
て
、

討
議
、
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
分

科
会
の
報
告
、
研
究
討
議
が
行
わ
れ
、

同
和
問
題
の
す
み
や
か
な
解
決
と
市
民

す
べ
で
が
取
り
組
む
同
和
教
育
の
推
進

を
確
認
し
、
実
り
多
い
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同
参
加
一

最
終
年
に
当
た
っ
て
」
-

婦
人
週
間
4
月

ω;日

「
国
連
婦
人
の
叩
年

岱

一
地
域
ぐ
る
義
で
々

す
べ
て
ぬ
市
民
が
取
り
組
み
を

大
洲
市
間
和
教
育
研
究
大
会

軍
大
分
県
木
杵
市
の
出
身
で
す
。

曹
、
王
人
(
澄
男
さ
ん
)
と
は
、
昭
和
五

十
七
年
同
月
に
松
山
市
で
結
婚
式
を
挙

げ
ま
し
た
。
大
洲
に
は
昨
年
十
ム
月
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
阪

に
い
ま
し
た
。

マ
ナ
供
は
、
長
男
和
也
(
一
才
)
の
一

人
だ
け
で
す
が
、
あ
と
一
一
人
く
ら
い
は

ほ
し
い
で
す
ね
。

市
大
洲
と
い
う
土
地
柄
に
は
、
帰
っ
て

く
る
前
に
問

1
五
凶
来
て
い
た
せ
い
か

す
ん
な
り
溶
け
込
め
ま
し
た
。

wv
今
年
は
特
別
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

住
ん
で
み
る
と
雪
が
多
く
て
寒
い
で
す

ね。V
大
洲
の
す
一
口
葉
は
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い

て
、
や
わ
ら
か
い
感
じ
が
し
ま
す
。
お

年
寄
り
の
言
葉
は
わ
か
り
に
く
い
で
す

ね。V
近
く
に
公
園
が
な
い
の
で
、
子
供
の

遊
び
場
所
に
困
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
霧

が
か
か
る
と
天
気
が
良
い
の
か
悪
い
の

か
わ
か
ら
ず
困
り
ま
し
た
。

マ
主
人
に
は
、
タ
バ
コ
を
吸
い
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
て
健
康
管
理
に
き
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

新
刊
図
書
案
内

郷
土
資
料

一
般
国
道
一
九
六
号
今
治
道
路
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書

I

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
編

あ
ゆ
み
日
号
大
洲
市
教
育
研
究
部
編

富
士
山
に
つ
い
て
小
西
定
行
編

創
立
七
十
周
年
記
念
愛
媛
県
立
川
之

石
高
等
学
校
沿
革
誌
追
録
同
校
編

創
立
二

O
周
年
記
念
誌

大
洲
市
立
喜
多
小
学
校

文
化
講
演
会
2愛
媛
県
文
化
振
興
財
団

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
イ
ド
お
わ
ず

一
般
図
書

一
元
禄
御
畳
奉
行
の
日
記
神
坂
次
郎
著

福

沢

諭

吉

小

泉

信

三

著

季

節

の

旅

人

倉

嶋

厚

著

子
縫
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
森
岡
海
子
著

人
は
な
ぜ
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か

松

尾

雄

治

著

椋
鳩
十
文
学
の
研
究
阿
部
真
人
著

新
・
期
ん
で
る
警
視

I胡
桃
沢
耕
史
著

家

族

吉

田

と

し

著

鬼

火

の

町

松

本

清

張

著

暗

殺

者

池

波

正

太

郎

著

は
じ
め
に
慈
悲
あ
り
き
田
辺
聖
子
著

破

獄

吉

村

昭

著

春

の

夢

宮

本

輝

著図

書

館

- 6 



脊メ=予
京町、f乎

近
田
市
長
、
三
期
目
初
登
庁

無
投
票
当
選
で
三
選
を
は
た
し
た
近
鵬
棚

田
市
長
が
、
二
月
十
三
百
三
期
目
の
初
、w
齢

吋

機

登
庁
を
行
い
ま
し
た
。
庁
舎
玄
関
前
で
、

職
員
ら
に
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
た
あ
と
輯
鱗

三
期
日
に
向
つ
て
の
市
政
方
針
な
ど
の
輔
麟

訓
辞
を
二
階
大
ホ
I
ル

で

集

ま

っ

た

約

輔

鱒
N

二
百
五
十
人
の
職
員
を
前
に
行
い
ま
し

た。

すおお広報

“福祉の心"

安西愛子参議院議員が講演
第 8回大洲市社会福祉大会・大洲市障害者福
祉大会が2月16日、市民会館で聞かれました。
午後からは、安西愛子参議院議員をまねいての

講演が行われ、魅力あふれる話にみんな聴、J い

っていました。

と若い力で‘熱演ミ

大洲市青年文化祭
2月17日、市民会館で第13回青年文化祭が聞か
れました。歌、踊り、劇に若いエネルギーが舞台

にあふれていました。写真は南久米青年団の If若

久米分署」です。

八多喜祇園まつり
2月20日から 24日まて¥八多喜祇固まつりが
行われ、連日にぎ、わいをみせていました。

大洲地方に春の訪れを告げるこのおまつりは

1年間の幸せを願う人々で活気に満ちていまし
た。

H

国
民
年
金
の

保
険
料
を

納
め
ま
し
た
か
U

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
だ
納
め
て
い
な

い
方
は
、
早
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
と
、

万
一
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

障
害
年
金
や
不
幸
に
し
て
ご
主
人
を

亡
く
さ
れ
た
と
き
の
母
子
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
長
期

間
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
に
し
て
わ

く
と
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も

う
一
度
調
べ
ま
し
ょ
う
。
収
入
が
少

な
く
生
活
が
苦
し
い
人
な
ど
に
は
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
年
金
係

ま
で
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
7

- 7 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
E
3市
日

2月末までの
大洲市内の交通事故

2月末 昨年
現在 同期

件数 2 0 2 2 

負傷者 2 3 3 0 

死者 。。



ず

保
媛
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

おお

乳

幼

児

健

診

広報

実

施

日

該

当

者

4
月
2
日
(
火
)
昭
和
白
年
目
月
生

4
月
9
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生

4
月
日

H
(木
)
昭
和
問
年
9
月
竺

4
月
日
日
(
火
)
昭
和
回
年
5
月
生

4
月
お
日
(
火
)
昭
和
町
年
3
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
j
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
怠
く
だ
さ
い
。

ツ
反
・

B
C
G接
種

乳
幼
児
を
対
象
に
、
ツ
反
・

B
C
G

の
接
種
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、

対
象
者
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

世
⑮
3
ワ
ワ
5

一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
。

そ
の
他

V
料
金
は
無
料
で
す
。

V
母
子
子
帳
と
印
鑑
を
ご
用
怠
く
だ
さ

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

4
月
白

H
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
宮
⑪
3
1
6
5

4 4 444  
月月 fl月月
29 28 21 14 7 
円 Fj H 日 U

大
宮川!

?2 
5 1丙
5 ~.完

市
立
大
洲
病
院

E
⑪
2
1
5
1
 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

五

郎

近

藤

正

清

金

一

封

柏

木

長

田

士

口

成

金

一

封

西

大

洲

山

本

敏

和

金

一

封

五

郎

ご

一

瀬

良

暁

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)
大
洲
市

仏
教
会
、
大
洲
分
会
(
代
)
玉
木
道
輝

金
一
封
(
寄
付
金
)
徳
森

、
水
徳
寺
二
一
好
園
乗

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相談ごと案内
いず、れも無料ですので、お気

車圭にご利用ください。

惨交通事故相談

とき 4月 8日 10時一15時

4月22日夕

ところ 市役所第二三会議室

砂人権相談

と き 4月22日 13H与一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 4月 1口

4月10日

4月251'1

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 4月25口 10時一15日寺

ところ 中央公民館

| 急がれる時は電話で相談して
くださt，¥ofi⑪ 3794 (玉木)

惨社会保険相談

とき 4月22日 9時一1611寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 4月25日

13日寺一16日手(第 4木曜)

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以との人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲E

⑫6100)ー 大iJ↑|福祉会

館(新谷ft@0947)

住民福祉に関し、生活

との悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

V
昭
和
同
年
目
月

1
U
か
ら
昭
和
四
年

9
月
初
日
ま
で
に
生
れ
た
入
。

V
昭
和
田
作
5
月

I
H
か
ら
昭
和
日
午

9
月
初
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
生
後

名付 、j /j_ 
Y ト主 kJj恒HAlilr 11，)= 11:1 

名平年 B C G 

]jj，; l主i
13: 1O~ 

4 H 1711 4 1]1911 保健七/タ
14 : uり日L~tl ，'，，';'， 舟，，1'$唱

服、 Jヒ 4 IllOl1 4 H 1211 " 
J3 : 00、
J4 : 00 

里f 4 I ]l61J 4 H 1811 平野!ド主校体育館
J3 : ou . 
J:J : :JO 

l主i;;， ;.f::: 41110fl 4 Ijl2 1] l'Ici久米連絡所 13 : 0り~J:l : 30 

ff HI 4 )j 24 U 4 rJ 2611 'r，' Itl j豆半島川 13 : (lり~13 : 30 

4月10Ll 4月12fI 威川，t，，，;::校 13 : 20~-
J:3 : 30 

大 )11 
12 : 50~ 

4)j1511 4月1711 大)11j，主総 JIli 13 : 00 

仰 沢 4 1117 fl 4月191] 柳沢述絡所
J3: ()()一
13 : 30 

新{ クLミ1 4 11 3 1] 4 11 5 1] 新谷連絡所
13 : oo ，~ 

13 : 3() 

i存 4 H 2 I1 4 !J 4 11 i 岳連絡所
13 : 00， 
13 : 30 

八多宗: 4 H 23 fl 4 H25U 八多喜連絡所一
13 : 00" 
13 : 30 

1'， m J5( 41]l7LJ 4 )j 1911 k須戒連絡所 15ω~ 15 : 30 

13時一16時

~ιてが』ノ、、F
H 内

検
針
に

つ
い
て

• 
l[ 
• 官J訓州引。世

毎
月
、
ど
の
く
ら
い
の
ぶ
量
を
使

用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
に

検
針
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

近
く
で
犬
を
飼
わ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

川
料
一
念

日
叫
有
丁
-

uuペ
一
者

腕
一
時

水
一
当
漏一の「

ロM
一

休一
日

4月7口

奥田水道商会4月14R

記 神田鉄工所

4月29日

24-3656 

25-4107 
24-3674 
24-2412 
23-3004 

岡福本道工事庖

11 後

25-2944 

26-0537 久保鉄工所

城戸電業社

- 8一

4 }'J 21日

4月28日

新
入
学
、
新
し
い
社
会
人
、
そ
れ
ぞ

れ
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

今
年
小
学
校
に
入
学
し
た
子
供
た
ち

は
、
西
歴
二

0
0
0年
に
は
、
大
学
四

年
生
で
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
つ
て
の

小
さ
な
ス
タ
ー
ト
が
ま
た
切
ら
れ
ま
し

た。

(
M
)
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